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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第63期

第２四半期
累計期間

第64期
第２四半期
累計期間

第63期

会計期間

自平成25年
 ４月１日
至平成25年
 ９月30日

自平成26年
 ４月１日
至平成26年
 ９月30日

自平成25年
 ４月１日
至平成26年
 ３月31日

売上高(千円) 3,320,016 3,651,767 6,876,179

経常利益(千円) 395,924 416,521 728,812

四半期(当期)純利益(千円) 242,908 264,859 440,067

持分法を適用した場合の投資利益

又は投資損失(△)(千円)
△50,953 △16,170 2,304

資本金(千円) 715,000 715,000 715,000

発行済株式総数(千株) 6,000 6,000 6,000

純資産額(千円) 3,210,258 3,578,784 3,412,837

総資産額(千円) 5,899,003 6,438,363 6,412,312

１株当たり四半期(当期)純利益金

額(円)
40.50 44.16 73.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益金額(円)
－ － －

１株当たり配当額(円) － － 10

自己資本比率(％) 54.4 55.6 53.2

営業活動による

キャッシュ・フロー(千円)
279,987 302,675 627,974

投資活動による

キャッシュ・フロー(千円)
△179,981 △202,360 △707,727

財務活動による

キャッシュ・フロー(千円)
85,401 △139,936 141,824

現金及び現金同等物の四半期末(期

末)残高(千円)
587,241 424,621 465,641
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回次
第63期

第２四半期
会計期間

第64期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成25年
 ７月１日
至平成25年
 ９月30日

自平成26年
 ７月１日
至平成26年
 ９月30日

１株当たり四半期純利益金額(円) 24.53 28.85

 

(注) １．売上高には、消費税等を含んでおりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間における当社を取り巻く環境は、消費増税に伴う駆け込みの反動減からの持ち直しの動き

は鈍く、輸出の伸び悩みが続くなど、景気全般は弱含みで推移いたしました。

この様な経済環境の中で、当社の売上高は、前年同期比331,751千円増収の3,651,767千円(前年同期比10.0%増)と

なりました。

利益面におきましては、営業利益は前年同期比40,325千円減益の338,335千円(前年同期比10.7%減)、経常利益は

前年同期比20,596千円増益の416,521千円(前年同期比5.2%増)、四半期純利益は前年同期比21,951千円増益の

264,859千円(前年同期比9.0%増)となりました。 

部門別の売上高状況は、次のとおりであります。

電装品用部品が前年同期比106,697千円増収(前年同期比7.1%増)の1,608,004千円、ブレーキ用部品が前年同期比

84,461千円増収(前年同期比5.8%増)の1,551,081千円、その他応用機器等が前年同期比140,592千円増収(前年同期比

39.9%増)の492,681千円となっております。

(当社は単一の事業セグメントにより構成されているため、業績の状況についてセグメントに関連付けて記すこと

はしておりません。)

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は、前事業年度末に比べ

41,020千円減少(8.8%減)の424,621千円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において、営業活動の結果得られた資金は、前年同期比22,688千円増加(8.1%増)の302,675

千円となりました。

これは主に、税引前四半期純利益および減価償却費によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において、投資活動の結果支出した資金は、前年同期比22,378千円増加(12.4%増)の

202,360千円となりました。

これは主に、有形固定資産の取得によるものであります。　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において、財務活動の結果支出した資金は、139,936千円となりました。

これは主に、長期借入金の返済と配当金の支払いによるものであります。

なお、前年同期は、短期借入金の増加により85,401千円の収入でありました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、35,585千円(前年同期比9.4%減)であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数(株)

(平成26年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年11月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,000,000 6,000,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

単元株式数

1,000株

計 6,000,000 6,000,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総
数増減数

(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額(千円)

資本準備金残
高(千円)

平成26年7月1日～

平成26年9月30日
－ 6,000,000 － 715,000 － 677,955
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
(％)

株式会社ミツバ 群馬県桐生市広沢町１－2681 3,186 53.10

株式会社東和銀行 群馬県前橋市本町２－12－６ 300 5.00

株式会社横浜銀行

(常任代理人 資産管理サー

ビス信託銀行株式会社)

神奈川県横浜市西区みなとみらい３－１－１

(東京都中央区晴海１－８－12晴海アイランドトリ

トンスクエアオフィスタワーZ棟)

250 4.16

タツミ従業員持株会 栃木県足利市南大町443 151 2.51

三菱UFJ信託銀行株式会社

(常任代理人 日本マスター

トラスト信託銀行株式会社)

東京都千代田区丸の内１－４－５

(東京都港区浜松町２－11－３)
150 2.50

セコム損害保険株式会社 東京都千代田区平河町２－６－２ 150 2.50

タツミ取引先持株会 栃木県足利市南大町443 130 2.16

第一生命保険株式会社

(常任代理人 資産管理サー

ビス信託銀行株式会社)

東京都千代田区有楽町１－13－１

(東京都中央区晴海１－８－12晴海アイランドトリ

トンスクエアオフィスタワーZ棟)

100 1.66

浜銀ファイナンス株式会社 神奈川県横浜市西区みなとみらい３－１－１ 100 1.66

横浜キャピタル株式会社 神奈川県横浜市西区みなとみらい３－１－１ 86 1.43

計 － 4,603 76.72
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

2,000
－

単元株式数

1,000株

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,996,000
5,996 同   上

単元未満株式
普通株式

2,000
－ －

発行済株式総数 6,000,000 － －

総株主の議決権 － 5,996 －
 

 

② 【自己株式等】

    平成26年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数(株)

他人名義所有株
式数(株)

所有株式数の合
計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社タツミ
栃木県足利市南大町

４４３番地
2,000 － 2,000 0.03

計 － 2,000 － 2,000 0.03
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年７月１日から平成26年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいも

のとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 483,141 427,121

  受取手形及び売掛金 1,568,652 1,673,903

  電子記録債権 242,280 315,551

  商品及び製品 72,203 69,625

  仕掛品 249,899 242,824

  原材料及び貯蔵品 144,775 157,193

  前払費用 3,907 1,840

  繰延税金資産 129,804 129,804

  未収入金 491,237 483,807

  その他 6,795 5,928

  流動資産合計 3,392,697 3,507,601

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 1,990,853 1,994,067

    減価償却累計額 △1,424,193 △1,452,102

    建物（純額） 566,659 541,964

   構築物 161,405 161,700

    減価償却累計額 △124,594 △126,334

    構築物（純額） 36,810 35,365

   機械及び装置 3,957,386 3,949,693

    減価償却累計額 △3,200,180 △3,227,596

    機械及び装置（純額） 757,206 722,097

   車両運搬具 10,666 10,666

    減価償却累計額 △10,235 △10,309

    車両運搬具（純額） 430 356

   工具、器具及び備品 292,944 310,561

    減価償却累計額 △262,780 △274,178

    工具、器具及び備品（純額） 30,163 36,382

   土地 40,361 40,361

   建設仮勘定 81,864 109,348

   有形固定資産合計 1,513,496 1,485,876

  無形固定資産   

   借地権 4,892 4,892

   ソフトウエア 2,269 1,976

   その他 847 847

   無形固定資産合計 8,009 7,716

  投資その他の資産   

   投資有価証券 122,840 125,900

   関係会社株式 953,996 953,996

   事業保険 19,151 18,975

   長期未収入金 162,432 154,430

   前払年金費用 224,135 168,948

   その他 15,553 14,919

   投資その他の資産合計 1,498,108 1,437,169

  固定資産合計 3,019,614 2,930,762

 資産合計 6,412,312 6,438,363

負債の部   

 流動負債   
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  支払手形及び買掛金 200,903 219,274

  短期借入金 625,000 610,000

  1年内返済予定の長期借入金 130,540 80,540

  未払金及び未払費用 1,429,118 1,455,722

  未払法人税等 233,339 154,648

  賞与引当金 153,775 157,107

  その他 6,675 8,752

  流動負債合計 2,779,352 2,686,045

 固定負債   

  長期借入金 109,280 94,010

  長期未払金 19,570 9,570

  繰延税金負債 91,272 69,953

  固定負債合計 220,122 173,533

 負債合計 2,999,474 2,859,579

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 715,000 715,000

  資本剰余金 677,955 677,955

  利益剰余金 1,990,599 2,154,660

  自己株式 △916 △916

  株主資本合計 3,382,637 3,546,699

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 30,200 32,085

  評価・換算差額等合計 30,200 32,085

 純資産合計 3,412,837 3,578,784

負債純資産合計 6,412,312 6,438,363
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高   

 製品売上高 3,043,009 3,245,388

 設備売上高 277,006 406,378

 売上高合計 3,320,016 3,651,767

売上原価   

 製品売上原価 2,539,269 2,689,220

 設備売上原価 162,938 339,173

 売上原価合計 2,702,208 3,028,393

売上総利益 617,807 623,374

販売費及び一般管理費 ※  239,146 ※  285,038

営業利益 378,660 338,335

営業外収益   

 受取利息 1,811 1,625

 受取配当金 2,498 2,664

 為替差益 13,608 55,861

 その他 4,277 22,691

 営業外収益合計 22,195 82,843

営業外費用   

 支払利息 3,229 3,458

 その他 1,701 1,200

 営業外費用合計 4,931 4,658

経常利益 395,924 416,521

特別利益   

 固定資産売却益 849 -

 特別利益合計 849 -

特別損失   

 固定資産除却損 455 151

 減損損失 133 1,701

 特別損失合計 589 1,853

税引前四半期純利益 396,185 414,667

法人税等 153,276 149,808

四半期純利益 242,908 264,859
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 396,185 414,667

 減価償却費 126,366 136,814

 有形固定資産除却損 455 151

 減損損失 133 1,701

 賞与引当金の増減額（△は減少） 13,525 3,331

 前払年金費用の増減額（△は増加） △10,568 14,363

 受取利息及び受取配当金 △4,309 △4,290

 支払利息 3,229 3,458

 為替差損益（△は益） △310 1,399

 有形固定資産売却損益（△は益） △849 -

 売上債権の増減額（△は増加） △290,986 △163,435

 たな卸資産の増減額（△は増加） 3,786 △2,765

 その他の資産の増減額（△は増加） 59,678 △59,539

 仕入債務の増減額（△は減少） △263 18,371

 未払金の増減額（△は減少） 144,058 154,504

 その他の負債の増減額（△は減少） △13,663 10,922

 小計 426,467 529,656

 利息及び配当金の受取額 4,301 4,291

 利息の支払額 △3,256 △3,532

 法人税等の支払額 △147,525 △227,739

 営業活動によるキャッシュ・フロー 279,987 302,675

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △177,493 △218,027

 有形固定資産の売却による収入 850 -

 無形固定資産の取得による支出 △2,400 -

 投資有価証券の取得による支出 △147 △142

 定期預金の預入による支出 △2,500 △15,000

 定期預金の払出による収入 - 30,000

 投資その他の資産の増減額（△は増加） 1,710 809

 投資活動によるキャッシュ・フロー △179,981 △202,360

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 188,000 △15,000

 長期借入金の返済による支出 △54,810 △65,270

 配当金の支払額 △47,788 △59,666

 財務活動によるキャッシュ・フロー 85,401 △139,936

現金及び現金同等物に係る換算差額 310 △1,399

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 185,717 △41,020

現金及び現金同等物の期首残高 401,524 465,641

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  587,241 ※  424,621
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【注記事項】

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

この結果、当第２四半期累計期間の期首の前払年金費用が63,173千円減少し、利益剰余金が40,823千円減少して

おります。また、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益への影響は軽微でありま

す。

　

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(四半期貸借対照表関係)

 １ 当社は運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。

この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

当座貸越極度額 1,200,000千円 1,200,000千円

借入実行残高 625,000 610,000

差引額 575,000 590,000
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(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

販売費

 
前第２四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

給与 22,037千円 22,407千円

賞与引当金繰入額 5,861  6,058  

退職給付引当金繰入額 △47  130  

法定福利費 4,065  4,283  

減価償却費 1,987  1,681  

公租公課 －  4  

運搬費保管料、荷造包装費 74,387  92,418  
 

 

一般管理費

 
前第２四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

役員報酬 31,632千円 35,013千円

給与 20,779  30,028  

賞与引当金繰入額 6,124  7,376  

退職給付引当金繰入額 △216  92  

法定福利費 8,077  9,757  

公租公課 5,486  294  

報酬等 9,273  9,636  

減価償却費 1,306  1,250  
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりであ

ります。

 
前第２四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金勘定 589,741千円 427,121千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,500 △2,500

現金及び現金同等物 587,241 424,621
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

配当金支払額

(決 議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月８日

取締役会
普通株式 47,985千円 8円 平成25年３月31日 平成25年６月５日 利益剰余金

 

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

配当金支払額

(決 議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月７日

取締役会
普通株式 59,975千円 10円 平成26年３月31日 平成26年６月４日 利益剰余金

 

 

(持分法損益等)

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

関連会社に対する投資の金額(千円) 653,063 653,063

持分法を適用した場合の投資の金額(千円) 333,728 324,650
 

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

持分法を適用した場合の投資損失(△)の金額(千円) △50,953 △16,170
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、自動車用部品事業の単一のセグメントであるため、記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 40円50銭 44円16銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 242,908 264,859

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 242,908 264,859

普通株式の期中平均株式数(株) 5,998,213 5,997,516
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成26年11月７日

株式会社タツミ

 取締役会 御中

新宿監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   壬   生   米   秋   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   末   益   弘   幸   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タツミ

の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第64期事業年度の第２四半期会計期間(平成26年７月１日から平成26年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タツミの平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

株式会社タツミ(E02230)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第２四半期累計期間

	(3)四半期キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

